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創立11年目の単位制 普通科 
 ７，７，８クラスで約900名の生徒 
科目『探究』に特徴 理数科のコース等なし 
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 「祥雲館ＳＳＨ」研究の概要 
    

    

1年次 
探究入門 
（探究Ⅰ） 

２年次 
前期 探究基礎 
後期 ゼミⅠ 

 

  ・1年次は全員共通 
・2年次以降、理系と文系にわけ実施し基礎学習を充実 
・１年次生の自然科学への興味を高める「自然科学への誘い」 

３年次 
ゼミⅡ 

  教科「探究」をベースにした理数系 
   学習プログラムの開発 



 
 

数学ゼミ 
(３講座） 

 
●“遊び”にひそむ
数理  
               ～数列・

行列からのアプ
ローチ～ 
 
●数学的な美  
 
●天体力学入門  

 

物理ゼミ 
(２講座） 

 
●風力発電 
 
 
●自律制御 
 

 

 
 
化学ゼミ 
(２講座） 

 
●蛍光物質・発光
物質の化学  
 
●有機合成化学 
 
 
 

 

生物ゼミ 
(２講座） 

 
●生体調節  
 
●生体触媒科学  

 

H24  ゼミⅠ理系講座(２年次後期 ２単位) 

ゼミⅠ理系講座の展開   全８講座 



数学教師 
定時制に勤務しながら神戸大大学院（向井
研）へ ⇒ ダストの軌道計算 

天文教育を関わったのはここ1５年くらい 
現任校で天文部創部へ 
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現在関わる天文教育活動 
 部活動 
 
 ゼミⅠ『天体力学入門』 
   二体問題  ガリレオ衛星の観測 
   軌道要素の決定 
 
 『自然科学の誘い』天文ゼミ 
 
 HYPAR 
   西はりま天文台での合同観測 
 



創立3年目 
部員1年7人（３，４） 2年5人（１，４） 3年0人 
活動の柱は研究活動と天文普及活動 
観測ドームなし 
観測機材 C１１ ２０ｃｍ反射  
    ３０ｃｍ自作反射 冷却CCD  
    WAT100N 
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流星電波観測（HRO) 
 Garradd彗星の測光観測 
金環日食を利用した太陽半径の測定 
夜空の明るさ調査 
これからチャレンジしたいのは 
 系外惑星のトランジット観測 
 （１５５５２）Sandashounkanの測光 
 小惑星の掩蔽 
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研究成果の発表 
日本天文学会ジュニアセッション 
 Astro-HS全国フォーラム 
金環日食＠スクール 
 ACM２０１２ 
 ライトカーブ研究会 
日本学生科学賞 
高校総合文化祭 etc 



祥雲星空教室 公開観望会（３,４回/年） 
子ども科学教室 （ペットボトルロケット作り） 
地域の夏祭り（プラネタリウム） 
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 SSHの恩恵を受け充実した活動をしている 
  望遠鏡 冷却CCDカメラ  
 
他校との積極的な交流 
  西はりま天文台でのHYPAR活動 
  各種発表会への参加  
 
面白いテーマに積極的に関わる 
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部員不足 興味はあっても運動部へ 
   探究活動を取り込む 
夜間活動の困難 
外部の意見を意外と聴く機会がない 
予算の問題 
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顧問の疲労困憊（笑） 



天文部員の進路 
 センター無しAO・推薦の道を広く 
 
他と交わることの大切さ 
 
顧問が手を出す事の是非 
     顧問の研究ではないが・・・ 
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まとめ 
天文部を創部し元気にやっています。 
天文部の部員確保に苦労 
授業を取り込んだ新しい形態の模索 
 AO・推薦のあり方に一言 
研究テーマの設定と 
 指導のあり方 
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